
基 登第 04 ] 6 0 0 2 号 
平成 1 4 年 4 月 1 6 日 

都道府県労働局長 殿 
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労災就学等援護費の 支給についてば、 昭和 4 5 年 ] 0 月 2 7 日付 け基 登第 7 7 4 号、 昭 

和 5 4 年 4 月 4 日付 け基 登第 1 6 0 号等により取り 扱われてきだところであ るが、 今般、 

労災就学等援護費の 引上げを図るため、 労災就学等援護 費 支給要綱の一部を 別紙のとおり 
改正し、 平成 1 4 年 4 月以後の期 卸こ 係る労災就学等援護 費 につ 1, 、 て 適用することとしだ 

ので、 下記の事項に 留意の上、 事務処理に遺漏なきを 期されたい。 

一 " 巳 

1  労災就学援護費の 支給額を引き 上げ、 それぞれ次のとおりとしだこと。 
( Ⅰ ) 。 学校等の在学者 月客 頃 1 2, 0 0 0 円 

(2, 中学校等の在学者 月客 頁 1 6, 0 0 0 円 

(3) 高等学校等の 在学者 月客演 1 8, 0 0 0 円 

(4, 大学等の在学者 月客演 3 6, 0 0 0 円 

2  労災就労保育援護 費 の 支 " 額を引き             要 保育児 ] ッ、 ほ つき月額 1 2, 0 0 0 円 と 
            グー 一 。 



。 別紙， 労災就学等援護 費 支給要綱の一部改正 

串 力人 " 肛字寺 川 … " 比 援護 市井 費又 上 治要綱 "  "  ( 昭和 4 コ "  年 1 0 月 2 7 日付け暴発 " 一 " 弗 か 7 "  / 4 万の別流 ロ ィ " ソの 一 

部 適用々 乞 ，沸 ， ， 。 の よプ " " 。 .  こ 改正し、 早 一 成 "  1 4 年 4 月 以 """""  俊の期間に係る ". 一 労災 " , 就 @ … 早手援護 " 枯臆 " 費 " につ。 .  て "+ 

一 ， る， 。 

第 4 項 第 1 骨中「 1 1, 0 0 0 円」を「 1 2, 0 0 0 円 」         「 1 5, 0 0 0 円」を「 1 

6, 0 0 0 円 」に、 「 1 7, 0 0 0 円 」を「 1 8, 0 0 0 円 」に、 「 3 5, 0 0 0 円 」を「 3 

6, 0 0 0 円」に改め、 同項第 2 号 甲 「 工 1, 0 0 0 円」を「 ] 2, 0 0 0 Ⅲに改める。 



。 参考， 労災就学等援護 費 支給要綱新口対照表。 抄 ) 

改 正 後 己 三文 正 一日 l 」 

4  支給額 
(1) 労災就学援護 費 

労災就学援護費の 支給額 は、 次に 

掲げる在学者等の 区分に応じ、 在学 

  者 筆工人にっき、 それぞれ次に 掲げ   

る額 とする。 
イ 小学校又 は 盲学校、 ろ う 学校 若 

しくば養護学校の 小学部に在学す 

る者 
月額 1 2, 0 0 0 円 

口 中学校 ( 中等教育学校の 前期 課 
程を含む。 ) 又 は 盲学校、 ろ う学 

校 若しくは養護学校の 中学部に在 
学する者 

月客演 Ⅰ 6, 0 0 0 円 

ハ 高等学校 (   中等教育学校の 後期 
課程を含む。 ) 、 高等専門学校の 第 

1 学年から第 3 学年まで、 盲学校、 
ろ う 学校若しくは 養護学校の高等 

部 若しくは専修学校の 高等課程 若 

しくば一般課程に 在 軍 する者又は 

公共職業能力開発施設にお。 て中 

学校卒業若しくはこれと 同等以上 
の学ガを 有すると認、 められる者を 
対象とする普通職業訓練若しく n 

職業訓練法施行規則の 一部を改正 
する省令。 昭和 5 3 年労働省令 第 

3 7 号，附則第 2 条に規定する 第 
Ⅰ類の専修訓練課程の 普通職業訓 

練を受ける者 
月額 丁 8, 0 0 0 円 

    大学、 高等専門学校の 第 4 学年、 

当 か弟 ・ 了 @ ", 立封 十 仰 "  ・ << Ⅹ ノ ぼ 専攻科， 若 、 く 

専修学校の専門課程に 在学する者 

、 公共職業能力開発施設において 

普通職業訓練を 受ける者 ( ハに掲 

C マ 者を除く。 ， 若しくは高度 職 
業 訓練を受ける 者 又は 職業能力開 
発 総合大学校にお。 て 長期課程の 

指導員 訊ん 而床 Ⅰ 、 ょ ど文 ㍉     ろ者 ）。 

月額 3 6, 0 0 0 円 

4  支給額 

れ ) 労災就学援護 費 
労災就学援護費の 支給額 は、 次 @ こ 

掲げる在学者等の 区分に応じ、 在学 

者等 1 人にっき、 それぞれ次に 掲げ る ス） 安ロ % て す、と 
イ 。 、 学校又は盲学校、 ろ う 学校 若 

しくば養護学校の。 、 学部に在学す 

る者 
月額 1 1 , 0 0 0 円 

口 中学校 ( 中等教育学校の 前期 課 

程を含む。 ) 又 は 盲学校、 ろ う学 
校 若しくは養護学校の 中学部に在 

学する者 
月額 1 5, 0 0 0 円 

ハ 高等学校 ( 中等教育学校の 後期 
課程を含む。 ，、 高等専門学校の 第 

1 学年から第 3 学年まで、 盲学校、 
ろ う 学校若しくは 養護学校の高等 

部 若しくは専修学校の 高等課程 若 

しくは一般課程に 在学する者又 は 

公共職業能力開発施設において 中 
早技卒業若しくはこれと 同等以上 

の 学力を有すると 認められ。 る 者を 

対象とする普通職業訓練若しくは 
職業訓練法施行規則の 一部を改正 
する省令 ( 昭和 5 3 年労働省令 第 

3 号 ) 附則第 2 条に規定する 第 
1 類の専修訓練課程の 普通職業訓 

練 を受ける 者 

月額 1 7, 0 0 0 円 
二 大学、 高等専門学校の 第                 

第 5 学年若しくは 専攻科 若         

専修学校の専門課程に 在学する者 
、 公共職業能力開発施設において 

普通職業訓練を 受ける者。 ハに掲 

げる者を除       若しくは高度 職 

業 訓練を受ける 音叉 は 職業能力開 
発 総合大学校にお 、 ・ 、 で 長期課程の 

指導員訓練を 受ける 者 

月客演 3 5, 0 0 0 円 



(,, 労災就労保育援護 費 

労災就労保育援護費の 支給額 は 、 

要 保育児 1 人にづき、 月額 1 2, 0 

0 0 円とする。 

      労災就労保育援護 費 

労災就労保育援護費の 支給額 は、 

要 保育児 1 ソ、 ほ つき、 月額 ェ 1, 0 

0 0 円とする。 


